
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立太田小学校 ）     学校番号 ０８８                             

目 指 す 学 校 像 
分かる授業を追求する「楽しい学校」 自他を大切にし、感動する心を磨く「優しい学校」 進んで運動し、心も鍛える
「元気な学校」 児童・保護者・地域の思いを大切にする「愛される学校」 

       

          

重 点 目 標 

１ ＳＴＥＡＭＳ教育を視点にした授業改善と「本物」に学ぶ体験的な活動を位置付けた学習の展開 
２ 伝統である「４つの宝」を磨く取組の推進と教育的ニーズに応じた指導・支援体制の充実 
３ 岩槻小・岩槻中と連携・協力を図るコミュニティ・スクールの推進 
４ 教職員の健康と命を守るための働き方改革と教職員の資質能力の向上を目指した研修の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令６年３月５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 
○本校は、全国学力・学習状況調査におい
て、国語・算数ともにさいたま市・全国平
均と比べて、１０ｐｔ程度低い項目があ
る。 

○令和３年度から３年間、市教育委員会から
「さいたま STEAMS 教育」の研究委嘱を受
け、教科横断的な視点で授業改善を進めて
きた。児童が ICT を活用し、友達の考え方
を自分の考えに生かすなど協働的に学ぶ様
子が見られるようになってきた。 

○児童は、学習を進める際、タブレット大変
役立つことを実感しており、課題解決に向
けて進んで活用している。 

〈課題〉 
○「さいたま STEAMS 教育」に示されている
ような、例えば「実社会につながる問題発
見・解決能力」等の力を育成するために、
教科横断的な視点での授業改善が必要であ
る。 

○各教科等で、児童に付けたい力を明確にし
た上で、指導方法の工夫改善が必要であ
る。 

・「さいたま
ＳＴＥＡＭ
Ｓ教育」を
視点にした
授業改善 

①「さいたまＳＴＥＡＭＳ教育」を
意識した公開授業を計画的に実
施し、管理職及び参観者による
協議会を実施する。 

②各学年のエバンジェリストによる
タブレット端末を活用した実
践・提案等を共有し、全教員が
同様に実践し、学級での活用の
差を無くす。 

③学校課題研究の主教科である算
数・図工において、児童の学習
記録をスタディ・ログとしてま
とめ、分析・活用し、児童への
支援や授業改善につなげる。 

 

・教職員の授業改善における評価ア
ンケートを実施し、肯定的評価の
割合を９割以上とする。 

・８割以上の学級で、週３回以上タ
ブレットを用いての授業実践を行
うようにする。 

・進んで問題を発見し、身に付けた
手段を講じて意欲的に解決する児
童及び学級の様子が見られる。 

・学校評価における教員の授業改善の項
目について、肯定的な回答の割合は９
割程度であった。 

・タブレット端末の活用については、児
童アンケートの結果として、週３回以
上タブレットを活用している学級の割
合は 85％であった。また、全教員が日
常的にタブレット端末を活用している
と回答した。 

・タブレットを活用することで、児童が
協働的な学びの価値を実感し、主体的
に課題解決に取り組む様子が多く見ら
れた。 

Ａ 

・今年度までの学校課題研究の成
果を生かし、常に授業改善を推
進する意識を一層高める。 

・タブレット端末の日常的で積極
的な活用については今後も継続
し、より効果的な活用場面につ
いて研究を深める。 

・児童に身に付けたい力を明確に
し、が主体的に学べる授業づく
りを推進し、児童の変容を見取
っていく。 

 

・学力向上の取組について
は、学校として、数値や子
どもの変容など、明確な目
標や指標を掲げた上で進め
ることができるとよい。 
・単年度で達成できるよう
な短期的な目標や複数年で
達成したい長期的な目標な
ど設定して、保護者・地域
と共に取り組んでいけると
よい。 
・教育活動において、タブ
レットをどのように効果的
に活用するのかますます工
夫が求められる。指導する
教員のスキルの向上や活用
の仕方の研究に努めてほし
い。 

・学習活動を
行う上で、
タブレット
の効果的な
活用の工夫 

①業前の時間に学力向上タイムを設
定し、スタディ・サプリ等の学習
アプリを活用し、自分の課題に応
じた学習をさせる。 

②全教員に対して、管理職による授
業参観を定期的に行い、個別最適
な学びの実現に向けて指導・助言
を行う。 

・市学習状況調査の結果において、
令和５年度の市平均との差を５ポ
イント以内にする。 

・児童一人ひとりがそれぞれの課題
を把握し、学習用端末等を用いて
解決する姿が見られる。 

・市学習状況調査の結果の速報値におい
て、平均については現在分析してい
る。学校課題研究における児童アンケ
ートでは、「豊かに表現できる」とい
う質問での肯定的な回答が８割程度
で、昨年度よりも３％増加した。 

・日常的に学習アプリを活用し、自分の
課題に応じた学習を進める児童が増え
た。 

 

Ｂ 

・タブレットを用いることで、自
分の課題解決に役に立ったり、
効果的に学習の予集・復習に役
立ったりすることを児童に実感
させることが重要である 

・目的を明確にした上でタブレッ
トを活用させるための指導方法
について研究を進める。 
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〈現状〉 

◯本校伝統の「あいさつ上手」については、

地域や保護者の方々からお褒めの言葉をい

ただくほど気持ちのよいあいさつができる

児童が多い。 

◯児童一人ひとりに応じたきめの細かい教育

については、教育相談主任、スクールソー

シャルワーカー、特別支援教育コーディネ

ーター等を中心に丁寧に粘り強く対応して

いる。 

◯学校施設・設備の安全の確保については、

安全主任を中心に教職員で毎月点検を行

い、組織的に対応している。 
（課題） 
〇児童の一層の安全・防災意識の向上が必要
である。 

・児童一人一
人に「応じ
た丁寧でき
め細かい指
導、支援体
制の充実 

①いじめ問題等に対して、定期的な
生徒指導部会・教育相談部会、
特別支援教育部会、また必要に
応じたケース会議で、関係職員
と情報を共有し、適切に対応す
る。 

②日常の児童観察、SSW・SC の面
談、心と生活のアンケート等で
得た情報を個別の指導計画等に
記録し、支援・指導方法の工夫
改善に役立てる。 

・学校評価に係る保護者アンケート
において、「いじめのない学校づ
くり」に係る項目で、肯定的な回
答の割合が９割程度とする。 

・学校評価における教職員アンケー
トにおいて、「心と生活のアンケ
ートの結果を基に児童への対応が
できたか」の項目で、肯定的な回
答が９割以上とする。 

・学校評価に係る保護者アンケートにお
いて、「いじめのない学校づくり」に
係る項目で、肯定的な回答の割合につ
いては、８割程度であった。 

・学校評価における教職員アンケートに
おいて、「心と生活のアンケートの結
果を基に児童への対応ができたか」の
項目で、肯定的な回答については、９
割以上であった。 

Ｂ 

・太田小学校いじめ防止基本方針
に基づき、児童・保護者の立場
に立った上で、継続的な指導・
見守りを徹底する。 

・発達指示的生徒指導の充実を図
り、ユニバーサルデザインを踏
まえた授業、学級経営を実践す
る。管理職を中心に生徒指導部
会、ケース会議等を実施するな
ど迅速且つ組織的な対応を徹底
する。 

 

・今後も、学校ではいじめ
防止基本方針に基づき、継
続的な指導・見守りをお願
いしたい。 
・学校は、いじめ基本方針
に基づいて、いじめの早期
発見、継続した見守りを行
っていることを、保護者・
地域もしっかり理解して、
協力体制が取れるとよい。 
・施設の安全管理について
は、児童の安全確保が第一
なので危険個所を把握した
場合には長期にそのままに
せず、計画的に修繕・改修
をお願いしたい。 

・学校施設の
管理徹底、
及び安全な
生活の実現
に主体的に
取り組む児
童の育成 

①職員による毎月の安全点検及び管
理職による点検を確実に実施
し、不備があれば計画的に修繕
する。 

②けがマップを活用し、学校でのけ
がの状況を児童に客観的に把握
させ、保健委員会の集会等で児
童に対策を考えさせる。 

③児童委員会等による安全な生活の
実現に向けた目標を自ら設定さ
せ、集会等で発表させる。 

・学校の施設不備に係る児童事故を
起こさない。 

・学校評価における「安全に気を付
ける態度が育っているか」の項目
で、児童の肯定的評価の割合を９
割以上とする。 

・施設設備の修繕については、毎月の安
全点検をもとに計画的に実施すること
ができた。施設不備による児童の事故
事案は発生しなかった。 

・けがマップを活用し、全校児童に対し
て、けがの予防や注意喚起を行うこと
ができた。 

・学校評価における安全指導に係る項目
についての児童の肯定的な回答は８割
程度であった。職員、保護者における
肯定的な回答はともに９割程度であっ
た。 

Ａ 

・学校施設の管理については、毎
月の安全点検を確実に実施し、
不備が発見された際は、速やか
に改修・修繕を行う。 

・防災教育、安全教育を充実さ
せ、児童の安全意識の向上を図
る。 

・児童会の児童等に主体的に安全
や生活の目標等を考えさせ、自
他の安全を守る意欲を向上させ
る。 
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〈現状〉 
◯岩槻小・岩槻中と本校の３校合同で、学校

運営協議会を組織し、３校で中学校卒業時

に身に付けさせたい力の具現化について熟

議することで、同じ目標に向かってコミュ

ニティ・スクールを推進している。 

◯コロナ禍を過ぎ、児童が徐々に地域行事に

参加できるようになってきた。 

（課題） 
〇学校運営協議会やスクールサポートネット
ワークにおける連携体制づくりや連携の強
化について、熟議が必要である。 

・地域や保護

者と連携・

協働を図っ

た教育活動

の推進 

①学校運営協議会で熟議された内容
について、太田小としての課題を
明確にし、具体策・手立てを研究
し計画的に実施する。 

②挨拶運動、キャンペーン等を児童
会に企画運営させ、児童の挨拶が
校内だけではなく地域にも広がる
ようにする。 

・学校評価における「地域に開かれ
た学校づくりに努めているか」の
項目で、保護者の肯定的評価の割
合を９割以上とする。 

・児童会の児童に主体的に挨拶運動
の活性化について、議論させ解決
の方策を考えさせる。 

・学校評価における地域に開かれた学校
づくりに係る項目について、保護者の
肯定的な回答は９割程度であった。 

・挨拶運動については、児童会を中心
に「オアシスキャンペーン」を行い地
域の方にも参加してもらうなどして、
より活性化することができた。 

Ｂ 

・コミュニティ・スクールの熟議
で上がった学力向上についての
課題や方策等については、教育
課程部会で検討し、学力向上タ
イムや家庭学習の改善等を中心
に実践していく。 

 

・コミュニティ・スクールの意
義や効果、必要性等について、
学校（職員・児童）・家庭・地
域で理解を深めていくことが重
要である。 
・学校の教育活動を支援できる
ような地域の人材は豊富にい
る。どのような人材をどのよう
に活用すればいいのか、教育活
動に効果的に運用するにはどう
すればいいのか、熟議を重ねて
いく必要がある。 
・地域活性化のために若い人材
が活躍していることも多い。そ
のような力も活用できるとよ
い。 

・地域を愛す
る児童の育
成 

①６学年児童に郷土の行事の意義や
目的を明確にし、岩槻まつり・
岩槻ふれあいフェスタに鼓笛隊
として参加させ、達成感や充実
感を味わわせる。また、全校に
６学年の活動の様子を見せ、高
学年に進級する意欲を高める。 

②地域行事の案内について、積極的
に児童に周知し参加を促す。 

・学校評価における地域の活動に参
加できたかの項目において、児童
の肯定的評価の割合を８割以上と
する。 

・児童による地域行事の積極的な参加の
質問における肯定的な回答は８割程度
であった。 

Ａ 

・町探検や地域講師の招聘など、
太田小の地域の教育力を積極的
に教育活動に取り入れる。 

・鼓笛隊のような太田小学校の良
き伝統的な取組を引き継いでい
くとともに、児童の地域行事の
積極的な参加を促していく。 
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〈現状〉 
○学校課題研究を推進する中で、タブレット
をはじめとしたＩＣＴの活用方法につい
て、エバジェリストが中心となり研修を重
ねてきた。 

○中・高学年での教科担任制実施により、担
当する教科について、より深い教材研究を
行うことができている。 

〈課題〉 
○自身のキャリア段階に応じて、資質能力の
向上に係る研修会等に積極的に参加させて
いきたい。 

・業務改善と
校内研修の
充実によ
り、教職員
の資質・能
力を向上さ
せる。 

①学校課題研修の内容を充実させ、
学習用端末の授業で活用方法を研
究する。 

②人事評価を活用し、教職員一人ひ
とりがキャリアアップできるよう
研修の受講を奨励する。組織目標
と連鎖した具体的な個人目標を設
定させる。 

③teams等を活用し、欠席連絡、校
内連絡、会議資料等を随時閲覧
し、会議等効率化できるようにす
る。 

・教員が授業改善等におけるＯＪＴ
を推進している姿を増やす。 

・自信をもって教科指導・校務分掌
等の職務を遂行し、積極的に学校
運営に参加する教職員の姿が見ら
れる。 

・学校評価における教職員の業務改
善における肯定的な回答を８割以
上にする。 

・研修会や授業研究会の受講・参加を推
奨したことで、自身のキャリアップに
つなげる教員が増えてきた。 

・teamsにおいて随時、会議資料や部会
の報告、連絡事項等を閲覧できるよう
にしたことで、必要な打合せ、会議を
必要な時間で終えることができた。 

・学校評価における業務改善に係る肯定
的な回答は８割程度であった。 

 

Ｂ 

・ＯＪＴの一層の推進を図り、教
育に係る自分の強みを指導に生
かせるような質の高い教員集団
を作っていく。 

・教員を続けていく上で、持続可
能な働き方について研究し、業
務の工夫改善を図っていく。  

・時代が変わり、ICTの活用や
授業改善、保護者対応など、教
員の業務負担が増加しているこ
とはよく理解できる。 
・保護者としては、教員が休職
となり、担任が交代・不在とな
ってしまうことを懸念してい
る。先生方には、心身ともに健
康で勤務していただきたい。 
・長期に健康的に働けるよう、
管理職のよる学校マネジメント
を期待したい。 



 


